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設備の稼働状況について、
故障の前兆等の挙動の変化に気が付けていない
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設備稼働状況の見える化 (保全管理)

解決したい課題

生産性を改善したい 品質を改善したい



設備の稼働状況について、
故障の前兆等の挙動の変化に気が付けていない

改善前の状況

登録までに時間と手間を要する為、電力量の部分的な数値しか
把握できていない or 測定できていない。その結果。。。



対策のシステム構成

WEBサイト鋳造設備 クラウド
サーバー

閲覧

グラフ化

測定値

測定値 測定値

④実体温度

②振動

①電流

③雰囲気温度

⑤湿度

測定値をクラウドサーバーに蓄積しWEBサイトにグラフ化する
WEBサービスを活用し、設備の稼働状況の把握を容易にする。



クラウドDBでの
リアルタイム管理

データ送信 クラウドDB 共有

目視確認

改善前

記録 登録

改善後

従来の作業からの変化

登録までに時間
と手間を要する

or

測定できていない

QuMo IoTを使用



改善後のシステム詳細



実際の設置状況：電流



可視化状況

WEBサイトにて、各種IoTセンサーからの取得データを一覧表示



可視化状況 詳細画面

ズームアップ可能フォーカスモード



1週間前までの範囲を表示1weekモード

可視化状況 詳細画面



測定結果：電流

デジタル表示

アナログ表示

取得データ⇒挙動の確認および保存が可能

取得データ⇒メーターへの表示のみ

・ 1分間の平均値および最大値を記録。
・しきい値の設定 & アラート通知可能。
・ CSV形式でダウンロード可能。

各装置の日々の数値の挙動を
把握する事で、
故障の予防保全の精度向上、
および予知保全の実現が可能。
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その他パラメーターへの展開



実際の設置状況：振動



測定結果：振動

デジタル表示

アナログ表示

取得データ⇒挙動の確認および保存が可能

振動については、これまでデータを取得
できていない為、ユーラスモーターが
故障するまで、その状態については把握する
事が出来ていない。

・ 1分間の平均値および最大値を記録。
・しきい値の設定 & アラート通知可能。
・ CSV形式でダウンロード可能。

各装置の日々の数値の挙動を
把握する事で、
故障の予防保全の精度向上、
および予知保全の実現が可能。



その他設備への展開



ショットブラスト コンプレッサー

電流値 電流値



造型工程 検査室

温度 温度

湿度 湿度



加工機電気炉冷却水

水温 クーラント液温



解決したい課題

導入結果

導入結果

設備の稼働状況について、
故障の前兆等の挙動の変化に気が付けていない

設備稼働状況の見える化によって
使用電流の挙動を把握できる為、通常時の状態を知る事ができた。
その結果、設備が正常に稼働しているかどうかリアルタイムでの
確認および過去の履歴管理に成功。
日々の監視および蓄積したデータとの比較によって、
故障の前兆等の挙動の変化に気が付く事で、予防保全の精度向上
および予知保全の実現の可能性を高める事ができた。



まとめ



※これまでに記載したパラメーター取得箇所は、あくまで一例であり、
数値が見える事によって、様々な改善に向けた取り組みが可能となる。

データ取得
↓

見える化
↓

最適化検討

これらのフローで
改善は進み出す。
そして、これらが
DX実現への1歩となる。

マイコン&ビジュアルプログラミング等の『誰でも開発できる環境』
を活用する事で、 ITエンジニア不在でもIoTによりデジタルデータを
取得＆収集する事が可能である。

センシングのIoT
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